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【調査概要】 
 

第21回（平成27年度） 「水にかかわる生活意識調査」 

◆調査対象数 ： 1,500票 
◆調査対象者 ： 東京圏（東京、神奈川、埼玉、千葉）、大阪圏（大阪、兵庫、京都）、中京圏 
  （愛知、三重、岐阜）に居住する20歳代から60歳代の男女 
◆調 査 方 法 ： インターネット調査 
◆調 査 期 間 ： 平成27年6月4日（木）～6月9日（火） 
◆回収数（人） ： 

 
東京圏 大阪圏 中京圏 合 計 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 小計 

20代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

30代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

40代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

50代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

60代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

合 計 
250 250 250 250 250 250 750 750 

1,500500 500 500  

 


